
13 年度

24 年度

【財務局記入欄】
どのような課題や問題点があったか 財務局として、成果や課題などについて、どう考えたか

局として、事業をどうしていきたいか

見直し・再構築

（12月時点） 14,600羽

（12月時点） 12,300羽

（12月時点） 10,000羽
（12月時点） 7,700羽
（年度末） 7,000羽

51,997

１９年度決算額
２０年度予算額

 事業費（千円） ２１年度予算額

移管･終了 その他

66,362

拡大・充実 見直し･再構築

○　都民の安心・安全のため、実効性と財政負担の視点
　で対応する。
○　結果、トラップ数を87基から106基に増設し、平成
　23年度までの３か年で生息数7,000羽の目標を達成す
　るため21年度予算を増額措置する。

6 ２１年度予算で、どのように対応したか

○　カラスの生息数が増加していることを受け、早急に
　カラス対策を拡充しなければならない。
○　目標の早期達成のため、実効性のある取組を構築す
　る必要がある。
○　過度な財政負担が生じないよう、最も費用対効果が
　得られる計画とする。

（環境局自然環境部）

根拠法令等

どのように取り組み、どのような成果があったか

カラス対策プロジェクトチーム報告書

どのような経緯で事業を始めたか、何を目指すのか 31

○　カラスの捕獲

○　ごみ対策

事務事業評価票　

33
平成事 業 開 始

平成事 業 終 了 予 定

カラス対策事業

2

5

○　昭和60年以降、カラスの生息数が急増したことに
　より、他の動物への影響、ごみの散らかし、人への
　威かくなどカラス被害が増加した。
○　この状況を受けて、都は平成13年９月に、カラス
　対策プロジェクトチームを設置し、同年12月からト
　ラップによる捕獲を実施してきた。
○　カラス被害を早急に減らすために、捕獲やごみ対
　策を進めカラスに関する苦情が少なかった昭和60年
　頃の7,000羽程度の生息数を目指す。

　　平成19年度は、過去の捕獲実績が良好であった場所に
　重点的にトラップを設置し、捕獲を実施した。
　　しかしながら、例年に比べ捕獲状況が低調であった。

　　住宅街では戸別収集や防鳥ネットの普及による成果が
　あったが、依然として繁華街を中心に生ごみがカラスの
　エサになっている状況が見られた。

平成19年度カラス生息数が増加（対前年度1,600羽増）

平成24年度

事業費（千円）

【ごみ対策の一層の推進】
○　各区市町村の実態に即した有効な対策の提案や情報提
　供及び指導を行っていく。

２１年度見積額

30,215

27,018

その他移管・終了

※12月時点は
生息数調査時

　・生息調査：毎年12月に実施し、結果を公表

 ＜捕獲実績・生息数推移＞

【捕獲の強化】
○　トラップの増設（82基→87基）等による対策の強化を
　行うことで、年間15,000羽以上を捕獲し、平成24年度末
　に7,000羽の生息数を目指す。

年　度

【成果】
○　上記取組の着実な実施により、カラスの生息数は
　ピーク時（平成13年度）と比較し、半減した。

【取組内容】
○　都民、事業者及び区市町村と連携した対策の実施
　・捕獲　　　トラップによる捕獲・処分
　・ごみ対策　カラス被害を減少させるためのごみ対
　　　　　　　策の推進を区市に要請。住宅街におい
　　　　　　　ては、戸別収集、防鳥ネットによるご
　　　　　　　み対策を拡大。
　・営巣対策　巣の撤去・処分

生息数見込

4

平成21年度

平成22年度

平成23年度

拡大･充実

［課題］
　◎捕獲の強化と着実な実施　◎ごみ対策の一層の推進

捕獲数 生息数

4,210羽 36,400羽
12,050羽 35,200羽
18,761羽 23,400羽
16,167羽 19,800羽
15,123羽 17,900羽
17,391羽 16,600羽
9,473羽 18,200羽平成19年度

平成14年度
平成15年度
平成16年度

年　度

平成17年度
平成18年度

平成13年度

＜当初計画との比較＞

21年度 総　額

当初計画
平成24年度

7,000羽
90 51,997

143,904
（４か年）

変更後
平成23年度

7,000羽
106 66,362

128,499
（３か年）

項　目
目　標

（生息数：羽）
トラップ数

(基）

経　費 (千円)


